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 要 旨   

 

背景：自殺は、世界的に大きな公衆衛生上の課題であり、そのリスク因子の一つとして飲酒が指摘

されている。本研究では、男女別に日々のアルコール摂取量と自殺リスクとの関連を評価し、リス

クの程度や影響を明確にすることを目的とした。 

 

方法：主要な医学データベース（Embase、PubMedなど）から、8つの観察研究を対象に系統的レビ

ューとメタアナリシスを実施した。これらの研究には、アルコール摂取量と自殺リスクの関係に関

する詳細なデータが含まれ、統計的モデルを用いて線形および非線形のリスク関係を解析した。 

 

結果：男性では 1日 10gのアルコール摂取で自殺リスクが 11%増加し、50gで 71%増加した。一方、

女性では同じ摂取量でリスクがさらに高まり、10gで 64%、50gでは 11倍に達した。特に女性にお

いて、アルコール消費量が少なくてもリスク増加が顕著であり、性差が明確に認められた。また、

解析に含まれた各研究間での結果の異質性は低く、結論の信頼性が高いことが示された。 

 

結論：アルコール摂取量が増加するにつれて自殺リスクが比例的に上昇することが明らかとなっ

た。特に女性では少量の摂取でも顕著なリスク増加が見られ、アルコール消費制限が自殺予防の重

要な介入策となる可能性があると考えられた。この知見により、政策立案や公衆衛生戦略において

重要な基盤が提供されうる。 

 

 


